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要　　　旨

　本研究では，教職大学院での学校実習における，大学院生による支援チームにおいて，どのようなリーダーシップや
フォロワーシップの行動が見られ，それがシェアド・リーダーシップとどのような関連があるか，具体的な姿をもとに検
証することを目的とした。学校実習におけるチームの活動の様子を省察や発話，自由記述で記録し，自己エスノグラ
フィーの手法で分析した。その結果，本研究におけるチームの活動において，５つのリーダーシップ・フォロワーシップ
行動が見られ，それらが互いに影響し合うことで，チームメンバー同士が互いに寄り添い，貢献し合って課題解決をしよ
うとする，「全員によるリーダーシップ，全員によるフォロワーシップ，流動的なリーダーとフォロワー」を特徴とする
シェアド・リーダーシップの状態につながっていった可能性が示唆された。
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１　問題の所在と目的

　近年，VUCA時代や，Society5.0と呼ばれる将来を予測することが困難であり，先行き不透明な時代が到来してい
る。石川(2016)は，リーダーシップの観点から時代を捉え，｢リーダーの必要性が声高に叫ばれている原因が，現代
の組織をめぐる環境が混沌としていることにあるとするならば，そのような時代を，一人の英知だけで乗り切ること
が難しいのは自明の理である｣ と述べている(1)。また，日向野(2013)は，｢環境が変わったときに即応するため，組
織（集団）すべての成員がリーダーシップを身につける必要性がある｣ と述べている(2)。このように，先行き不透明
な現代を一人の力で乗り越えることは難しく，メンバー全員がリーダーとなり，それぞれがリーダーシップを発揮す
ることが求められている。
　石川(前掲，2016)は，これからの社会は予測不能で，創造性や協働性が求められていると述べ，それにはシェア
ド・リーダーシップという考え方が有効であると主張している。シェアド・リーダーシップとは，リーダー的地位に
いる人だけでなく，他の人が目標達成のために必要なものをもちよって，必要な場面でそれらを効果的に用いること
で，全体に影響力を発揮することであり，リーダーシップだけではなく，フォロワーシップも発揮しながら共通の目
標に向かうことが求められる考え方である(3)。この考え方を用いることで予測不可能な課題に対しても柔軟かつ個々
の能力を発揮しながら乗り越えることができると考えられる。さらに，石川(前掲，2016)は，誰かがリーダーシップ
を発揮しているときは，他の人はフォロワーシップに徹することが重要である。それがなければ，単なる自己満足に
過ぎないと述べ，必要なのは，「全員によるリーダーシップ，全員によるフォロワーシップ，流動的なリーダーと
フォロワー」だと説明している(4)。だれかがリーダーシップを発揮しているときに他のメンバーがそれに従っている
だけの状態ではなく，他のメンバーも目標にコミットし，その活動に積極的にかかわり，自ら考え，場合によっては
異議を唱えるようなチームの状態が流動的なリーダーとフォロワーの関係である。このようなシェアド・リーダー
シップが発揮されると，個々の能力の発揮やコミュニケーションの高まりが得られ，参画意識とチームワークが発揮
されると述べられている(5)。これらのように，今後求められるリーダーシップとして，シェアド・リーダーシップが
重要であることが窺える。
　ここで，本研究におけるリーダーシップや，フォロワーシップ，シェアド・リーダーシップの定義について述べ
る。リーダーシップの定義は時代によっても変遷があるが，Northhouse(2016)は共通する特徴として，リーダーシッ
プは集団内（組織内）で発揮されるもので，共通の目標を設定することが重要であり，リーダーとフォロワーが相互
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に影響を与え合う過程であると述べている(6)。このことから，本研究では，石川(前掲，2016)の「職場やチームの目
標を達成するために他のメンバーに及ぼす影響力」(7)をリーダーシップの定義として用いる。また，フォロワーシッ
プについては，同じく石川(前掲，2016)の「他の人によって発揮されているリーダーシップを受け入れたり，従った
りする行動もしくは役割」(8)を定義として用いる。最後に，シェアド・リーダーシップについては，石川(前掲，
2016)の「職場のメンバーが必要なときに必要なリーダーシップを発揮し，誰かがリーダーシップを発揮していると
きには，他のメンバーはフォロワーシップに徹するような職場の状態」(9)を定義として用いる。
　中央教育審議会(2015)は，「チームとしての学校の在り方と今後の改善方策について（答申)」の中で,「チームと
しての学校」像を,「校長のリーダーシップの下，カリキュラム，日々の教育活動，学校の資源が一体的にマネジメ
ントされ，教職員や学校内の多様な人材が，それぞれの専門性を生かして能力を発揮し，子供たちに必要な資質・能
力を確実に身に付けさせることができる学校」と示している(10)。つまり，学校というチームにおいて，リーダーによ
るリーダーシップのもと，共通の目標に向かって個々のメンバーが自らの能力やリーダーシップを発揮し，協働して
課題解決することが求められている。このような教育界などからの要請や大学教育の質保証の観点から，大学教育に
おいてリーダーシップ教育の重要性が高まっており，リーダーシップ教育の実践をカリキュラムに組み込む大学が増
加の一途をたどっている(木村ら，2018(11))。これらのことから，大学教育におけるリーダーシップ教育において，役
職についたもののみが発揮するものではなく，全員がリーダーシップを発揮できるように，個々のリーダーシップ行
動やそのための資質・能力を高め，協働して問題解決する，言わば，シェアド・リーダーシップのような力の育成が
求められていると考えられる。
　これらのような教育現場に即した力を高めるために，新しい学校づくりの有力な一員となり得る新人教員とスクー
ルリーダー（中核的教員）を育成する上越教育大学教職大学院の取組として，地域の学校支援に取り組んでいる教職
大学院での学校実習がある。その取組の中に，大学院生に実現することをねらいとした３つの能力の１つとして，
「協働力」が挙げられており，その中で赤坂(2015)は，「協働力は現代の教師の最も重要な資質能力の１つです」と
強調しており(12)，今後求められる「チームとしての学校」においても協働力は欠かすことのできない資質・能力であ
ると考えられる。この協働力について，石川(前掲，2016)は，協働性の構築には，シェアド・リーダーシップの考え
方が有効であると述べていることから(13)，教職大学院での学校実習においても，シェアド・リーダーシップの発揮は
重要であることが考えられる。
　このように，「チームとしての学校」の実現に向け，教職大学院においては，シェアド・リーダーシップを実現で
きる人材の育成が求められていることが考えられる。しかし，この教職大学院での学校実習における，学校改善の取
組による児童・生徒や教職員の意識や行動の変容については詳細に検証されているものの(赤坂・山本・松風，
2015(14))，教職大学院生で構成されたチーム内において，シェアド・リーダーシップの具体的な姿について検証され
た研究は管見の限り見当たらない。また，石川(2013)のシェアド・リーダーシップの研究では，質問紙での調査にと
どまっており(15)，教育現場における実践的な検証がなされていない。この取組におけるチーム内でのシェアド・リー
ダーシップについて検証されることで，今後，「チームとしての学校」の実現を担う教職大学院生に求められる具体
的な姿を明らかにすることができると考えられる。そこで，本研究では，教職大学院での学校実習における，大学院
生によるチームにおいて，どのようなリーダーシップやフォロワーシップの行動が見られ，それがシェアド・リー
ダーシップとどのような関連があるか，具体的な姿もとに検証することを目的とする。

２　方法　

２．１　調査対象並びに倫理的配慮
　調査対象は，Ａ教育大学教職大学院生６名（公立小学校現職３名，学卒院生３名）で構成された集団（以下，チー
ム）である。第一著者（男性・以下，Ｂ氏）を含む６名のチームメンバーは，教職大学院での学校実習として，地域
の学校（以下，実習校）への支援を行った。実習校より提示された学校課題を解決するために，実習校職員と協働し
ながら，チームで支援策を練り，実践した。本研究では，Ｂ氏のチームに対する省察について第二著者が自己分析
し，考察していく。
　Ｂ氏は，これまで小学校現場において15年間の現職経験を積んでいる。これまでのＢ氏の教育実践を俯瞰し省察す
るとともに，他者と主体的に協働する児童の育成について学びを深めたいと考え，学級経営の理論と方法を中心に，
大学院で１年半学修してきた。その中で，授業でのグループワークやゼミでの活動において，現職院生と学卒院生と
いう立場の違いによる考え方をどのように生かし合い，協働していくことが個々人の意欲を高め，チームとしての生
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産性向上に寄与できるのかということに関心をもつようになった。また，若手支援という視点で，学卒院生が意欲的
に行動し，活躍できる環境をつくるにはどうすれば良いのかと考えるようになった。これらのことから，Ｂ氏は，現
職院生と学卒院生による協働や，学卒院生の活躍の場の構築を志向していることが窺える。そして，それらが実現す
るには，シェアド・リーダーシップの考え方が有効であると考えるようになり，その考え方を意識してチームによる
活動を行った。なお，B氏は，他のチームメンバーと同じコースとゼミに所属しており，なおかつ，チームのリー
ダーの役割を担っている。他のチームのメンバーについては，以下の通りである。

・小学校現場での現職経験７年間の現職教員１名（男性・Ｃ氏)
・小学校現場での現職経験15年間の現職教員１名（女性・Ｄ氏)
・学卒大学院生２年生２名（男性・Ｅ氏／女性・Ｆ氏)
・学卒大学院生１年生１名（女性・Ｇ氏)

　研究の倫理的配慮として，本研究の意義・意味を事前に説明し，実習校の学校長とチームメンバーの承諾を得てい
る。また，ICレコーダーによる発話記録を取る際も，チームメンバーに確認を取ってから実施している。そして，
実習校の児童や先生の個人が特定されないように発話や自由記述を選定し分析している。

２．２　調査期間 
　令和４年８月26日～令和４年12月27日

２．３　効果の測定材料と分析方法
　本研究では，研究者が自身の経験を記述し，分析する自己エスノグラフィー（Autoethnography）を用いた。岡
田・中坪(2008)は，本手法について「第三者の視点では描き出すことのできない様々な側面に光を当てることが予想
される」と述べている(16)。また，自己エスノグラフィーの種類は，４種類あるとされ，その中の，「メンバー自身に
よる研究の実践で，これは研究者がすでにある集団や，研究過程での完全なメンバーとして承認されている集団につ
いて探求するもの」（Ellis & Bochner，2000；藤原訳・平山監訳，2006(17))を本研究の方法として採用する。エスノ
グラフィーは徹底して現場の意味理解に拘り，日常のミクロな世界の存立から社会の構成原理を読み解くことで(18)，

当事者が疑問視しづらく，且つ外部者に見えにくい規範や価値観も含めて現場の実情を明らかにする(19)。本手法を用
いることで，Ｂ氏を含むチームメンバーによる活動の具体的な姿やそこで生起する感情などをありありと示すことが
でき，石川(前掲，2013)の課題である，シェアド・リーダーシップ研究でのチームメンバーの具体的な姿を明らかに
できると考えられる(20)。　
　しかし，自己エスノグラフィーの欠点として，記憶に頼り過ぎているという点での信頼性の問題や，自伝的になり
過ぎて解釈や分析が含まれない問題などが見られるため，多くの方向から収集したデータを用いた議論が必要とな
る。また，自己中心的な内観の記述だけではなく，自己と他者の相互的なつながりを反映させ，さらにはその中に文
化的な解釈や理論が組み込まれる必要がある(沖潮ら，2013(21))。
　そこで，本研究では，Ｂ氏を含むチームメンバーの行動にどのような意図や意味があるのか俯瞰して省察したこと
を記録する。記録したものをチームメンバーで協議することで，客観性を確保する。また，多角的・多面的にチーム
の活動の様子を把握するために，学校改善のための方策をチームで話し合う会議であるチーム会議の発話を記録した
り，「チームの中での自分が考える役割はどのようなものですか」や「チームの良い点はどのようなところですか」
など自らの行動やチームに対しての認識を自由記述で求めたりする。そして，収集した省察をカテゴリー分けし，
チーム会議の発話と自由記述との関連を分析し考察する。これらの手続きを行うことで，先述した自己エスノグラ
フィーの課題の克服に努める。
　本研究では，遠藤・堀田(2021(22))の手続きを参考に，以下の手順でＢ氏による省察の記録や発話，自由記述を整理
し，教職大学院生で構成されたチーム内でのリーダーシップ・フォロワーシップの具体的な行動とその要因を探ると
ともに，シェアド・リーダーシップとの関連を明らかにする。
手続き１：2022年８月～12月の４か月間，Ｂ氏がチームの活動に関する省察を記録する。また，実習校やＡ教育大学
教職大学院内で１週間に３回程度，各回30分～２時間行われたチーム会議の発話をICレコーダーに記録する。さら
に，チームメンバーに８月と12月１回ずつ，チームに対する認識や自分の行動について自由記述を求める。
手続き２：記録した省察を川喜田(1967(23))のKJ法を用いてカテゴリー分類する。カテゴリー分類については，第二
著者を含む現職経験７年以上の小学校教諭２名と学卒院生１名での協議の上分析を行い，一致率は 80.4％であっ
た。その後，妥当性を高めるため，必要に応じてチームの活動の様子に関する聞き取りをチームメンバーに行いなが
ら，カテゴリー分類に関する意見が一致するまで協議した。また，そのカテゴリー内容に関連するチーム会議の発話
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を抽出する。
手続き３：カテゴリー分類された省察や，カテゴリー毎に抽出された発話，自由記述との関連を分析し，院生チーム
内でのシェアド・リーダーシップの在り方について考察する。

３　結果と考察　

３．１　Ｂ氏による省察・チーム会議の発話・自由記述
　チームについての省察は，全部で87件記録され，それらを分類すると，表１のように【自分ができることをしよう
とする】(34件)，【リーダーのマネジメント・参画意識の醸成】(23件)，【コミュニケーション・寄り添う】(22件)，
【自己開示】(６件)，【肯定的フィードバック】(２件）の５カテゴリーが生成された。

　カテゴリーごとに，特徴的だと考えられる省察やチーム会議の発話，自由記述をもとに考察していく。なお，生成
されたカテゴリーを【 】で示し，記録の例を斜字で示す。発話内のＴは，チームメンバー全員のことを指している。

３．１．１　【自分ができることをしようとする】について
　まず，B氏による省察について分析し考察する。

　これらをもとに考察すると，まず，現職院生と学卒院生の混成メンバーの中では現職院生がリーダーシップを発揮
してしまうことが予想され，それに対して改善したいと思っているＢ氏が学卒院生の自主性に注目していることが省
察から窺える。下線部㋐・㋒のように，学卒院生のＦ氏とＧ氏が自ら進んでチームに貢献しようとしていることが窺
える。下線部㋐のような行動は，下線部㋑のように，他のメンバーが任せたことやできることを尊重したことが要因
として考えられる。また，下線部㋒においても，進んでチーム会議の進行をしたり発表資料（パワポ）についての質
問を促したりしていることが窺える。この要因として下線部㋓のように，チームのために貢献しようとする意識が考

表１　Ｂ氏の省察カテゴリー
Ｂ氏の省察カテゴリー(頻度) 定義

【自分ができることをしようとする】(34件) チームメンバーが自分のできることを率先して行おうとしている場面につ
いての省察

【リーダーのマネジメント・参画意識の醸成】
(23件)

チーム・リーダーがマネジメントをし，チームメンバーを話合いに参画さ
せようとする場面についての省察

【コミュニケーション・寄り添う】(22件) チームメンバーが互いに寄り添い，コミュニケーションをとり，共に課題
解決し合う場面についての省察

【自己開示】(６件) チームメンバーが自らをさらけ出したり進んで情報を開示したりする場面
についての省察

【肯定的フィードバック】(２件) チームメンバーが互いに認め合ったり賞賛したりする場面についての省察

省察記録　10月６日
　Ｅさんの打ち合わせの報告の際に，㋐Ｆさんが進んでメモをとったり，「それってこういうこと？」など質問したり，自
分の意見を伝えたりしていた。さらに，打ち合わせの途中には司会者のように自発的に話を進める場面も見られた。Ｆさん
とＥさんが中心となり，話を進めている姿を見て，Ｃさんは，「もう２人に任せよ。自分たちはいらないね」「教室と同じで
自分たち教師がしゃべらなくなる瞬間があるんだよね。そういう瞬間が大事」と２人の主体的な姿を価値づけていた。Ｄさ
んも私も見守っていた。㋑この主体的な行動は，おそらく，２人が主に授業をしていくことや打ち合わせなどを任せること
で当事者意識が高まり，主体的に話合いに参画するようになったと考えられる。任せること，できることを尊重すること
で，進んで連携に参画するようになることを学んだ。
省察記録　12月27日
　今日はＧさん作成のパワポ検討２回目であった。２回目で，最後の全体考察まで書いてきていて，メンバーは驚くととも
に，「すごすぎる！」「結構時間かかったんじゃない？」など努力を労う言葉がなされていた。㋒会議は主にＧさんが主導で
行い，テンポよくメンバーを巻き込みながら進めていった。Ｇさんは，進んで質問したり「～さんはどう思いますか？」な
ど助言を求めたりするなど，意欲的な姿が多く見られた。私は何度かパワポについて指摘した。そうすることで，新たな視
点で議論し活発な意見交流をすることができた。また，パワポにおいて相手意識をもたせることも意識した。そうすること
で，Ｇさんは「分かりました」や「確かにそうですね」など一人では見つけられなかった新たな発見をしている様子であっ
た。㋓ただの温かな関係だけでなく，議論できる関係も大事だと感じた。また，Ｇ氏の意欲的な行動は，学校支援期間中に
学校に直接来れなかった時期があったことが関係しており，「仕事をください。何もやってないので」という発言のように
チームに貢献したいという強い気持ちをもつようになったと考えられる。
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えられる。多くのリーダーシップ研究者が重要視しているリーダーシップの要素として，「率先垂範」が共通して挙
げられている(館野，2018；日向野，2015；木村ら，2019(24)(25)(26)）。本研究でも学卒院生が自ら率先して行動している
ことから，チームのために個々が「率先垂範」という形でリーダーシップを発揮していたことが考えられる。
　次に，学卒院生のリーダーシップがどのように発揮されているのか具体を確かめるために，チーム会議の発話をも
とに分析し考察する。

　発話記録①は，授業者の立場となっている学卒院生のＥ氏とＦ氏を中心に今後の担任との打ち合わせについて話し
合っている場面である。現状を鑑みながら次の方向性について率先して話し合う姿が見られる（下線部①～⑤)。こ
の様子を見た現職院生のＣ氏は，「リーダー任せよう」(下線部⑥）とＦ氏をこの学年のリーダーとして任せようとＢ
氏に打診するほど，Ｆ氏とＥ氏が意欲的に考え，話し合っていることが窺える。発話記録②は，学卒院生のＧ氏が作
成した発表資料をチームで検討している場面である。検討してほしい内容を伝えたり（下線部⑦)，Ｂ氏の提案に問
い返したり（下線部⑧)，提案されたことについて考え，分かろうとしたりするＧ氏の姿が見られる（下線部⑨⑩)。
これらのことから，発表資料の検討においてリーダーシップを発揮しようとしていることが窺える。発話記録③は，
次回のチーム会議の日にち決めの場面である。Ｇ氏の「ある程度日程決めておきたい」(下線部⑪）などの先を見通
す発言が随所に見られる(下線部⑫⑭)。また，全体に確認しながら進んで日にちを決めている（下線部⑬⑮)。さら
に「私取ります」と進んで部屋取りをしようとしている(下線部⑯)。
　発話記録①～③の行動を概観すると，先述したリーダーシップの重要な要素の１つである「率先垂範」が学卒院生
の発話場面でも見られた(27)。この「率先垂範」が生み出された要因について考察すると，Ｅ氏やＦ氏，Ｇ氏に共通し

発話記録①　10月６日
Ｅ：うん，その通りだと思う。普通にまだ分からない情報が多いで，ま，どうなるかも分からないし，実際にクラス会議を
するかも分からないし①

Ｆ：うんうんうんうん
Ｅ：話してみてから，今後どうなるか考えていければ②
Ｆ：確かにね。そっちの方が計画立てられるよね。次のね。③
　　(中略)
Ｆ：来週もう１回先生のところに行って④
Ｅ：そうだね
Ｆ：共有して⑤
Ｃ：リーダー任せよう⑥（リーダーはＦに任せようとＢに打診)

発話記録②　12月12日
Ｇ：ぱーっと見て意味づけの言葉とか⑦
Ｂ：欲張って言うと，グラフにするといいなと思った
Ｇ：それは，この表がっていうことですか？⑧
Ｂ：そう，この表が。グラフにしたら先生たちの印象に強く残ったから
Ｃ：確かに見慣れないですよね
Ｅ：どこ見るんだってなるから
Ｇ：その場合は，追加してグラフか⑨
Ｂ：いや，グラフのみ
Ｄ：折れ線グラフ的なやつ
Ｇ：その方が分かりやすいですもんね⑩

発話記録③　12月21日
Ｇ：ある程度，日程決めておきたいんですよ⑪
Ｃ：27日掃除あるからそこにしようか
Ｇ：うん
Ｇ：離れにしましょう。27日，私が書いておきます。何時から？掃除ってどのくらいで終わるんですか？⑫
Ｅ：あ～，午後からにしたほうがいいかな
Ｇ：じゃあ，13時からですいいですか？⑬
Ｔ：はい！
Ｇ：１月も決めたいんですけど⑭
　　(中略)
Ｇ：じゃあ，17日にしましょう。⑮
Ｃ：ここ取っちゃうか
Ｇ：離れがいいです。私取ります。ありがとうございます。⑯
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ていることとして，授業者や発表資料作成者という役割を担ったことによる影響が考えられる。この役割分担につい
て，館野(2018)は，リーダーシップのもう１つの重要な要素である「環境整備・仲間支援」として捉え，「メンバー
の特徴に合わせた役割分担をするなどチームメンバーが行動しやすいようにファシリテートすることが求められる」
と述べている(28)。このことから，特徴に合わせた役割分担により学卒院生が行動しやすくなり，授業者や発表資料作
成者などの自分の役割に対して責任をもち，「率先垂範」のリーダーシップを発揮したのではないかと推察される。
　最後に，学卒院生のＥ氏やＦ氏，Ｇ氏のリーダーシップ発揮の背景にある３名の認識を探るため，自由記述につい
て分析し考察する。

　表２から，率先したリーダーシップを発揮したＥ氏やＦ氏，Ｇ氏の自らの役割についての認識を見てみると，８月
には，雰囲気作りや会議の記録，発言への反応，思考など，間接的なチームへの貢献を感じさせる記述が見られた
が，12月には，自ら提案したり相談にのったり意見を伝えたりするなど，より意欲的に貢献しようとする記述が見ら
れた。また，個々の記述を見ていくと，Ｅ氏は，学校実習２年目の経験をいかして誰かの役に立てることをしたいと
いう意欲的な記述が見られた。Ｆ氏は周りのチームメンバーが自分の意見を聞こうと待ってくれていることから，意
見の発信を期待されていることを察し，自ら意見を発信しようとする意欲をもつようになっていることが窺える。Ｇ
氏は，自らの意見の発信によりチームや個人の思考の深まり広がりを実感している記述が見られる。これら３名の記
述から，率先したリーダーシップ発揮の要因として，自らの役割・立ち位置の自覚や他のチームメンバーの期待など
により，学卒院生が自らの役割に責任をもち，その中で自分なりに貢献しようと意欲的に行動したことが要因として
考えられる。
　以上のことから，【自分ができることをしようとする】について考察すると，学卒院生であるＥ氏やＦ氏，Ｇ氏を
中心に，リーダーシップの発揮に重要な要素の一つである「率先垂範」を行っていた。その要因として，自らの役
割・立ち位置の自覚や，他のチームメンバーが判断を任せ見守ったり役割分担したりするなどの「環境整備・仲間支
援」のリーダーシップ行動が影響していることが考えられる。

３．１．２　【リーダーのマネジメント・参画意識の醸成】について
　まず，Ｂ氏の省察について分析し考察する。

表２　「チームの中での自分が考える役割」についての自由記述
８月 12月

Ｅ氏 チームの雰囲気を明るくするムードメーカーでいた
いと考えています。

昨年の経験をいかし，提案をしたり悩みの相談にのったり，
誰かの役に立てる役割でありたいと考えています。

Ｆ氏 記録を残すなどの自分にできることに取り組む。共
感したり，反応したりするなど，話し合いに参加す
る。

思考が遅かったり伝え方に悩むためにすぐに意見が言えない
ことが多いが，そんな私の意見を待っていてくれたり，聞こ
うとしてくれたりする場面が多いため，特別な役割ではない
が，皆と同じように，自分なりの意見や考えを伝える役割が
期待されているのではないかと感じる。また，私も皆と同じ
ように意見や考えが言いたいので。

Ｇ氏 現場経験のない立場からの意見や思考を通して，少
しでも役割を果たしていきたい。

現場経験のない立場としての考えや疑問，意見を発し共有す
ることでチームや個人の考えが深まったり，様々な物事を
色々な視点から考えるきっかけとなったりする。

省察記録　８月31日
　今日自分が意識したのは，㋔「周りを巻き込むこと」「相手の強みを生かす」であった。前日まで自分が頑張らなければ
という想いが強すぎたので，今日はメンバーを巻き込んだ。例えば，職員室での仕事を任せたり，印刷を頼んだり，チーム
会議での授業参観の感想を輪番にして話してもらったりするなど，どんどん声をかけた。㋕その結果，自分よりも何十倍も
動くし，意欲が高まっている感じがした。また，普段チーム会議であまり自分の意見を伝えられないＦさんやＧさんがいつ
もの２倍以上自分の意見を言うようになっていた。授業参観が始まったからというのもあるが，生き生きと話している。な
るべくみんなの意見を聞くことを意識することでこんなにも結果が違うのかと思った。対等性や傾聴・反応，関心を軸に
「みんなを巻き込む」チームでいきたい。
省察記録　12月12日
　この日は，Ｃさんが論文を最後まで書いてきて，それをチームで検討する日だった。ここ最近は現職が中心となって検討
していたが，㋖今日は，意識的に自分から意見を出さず，まずは周りに意見をうかがう姿勢を大事にした。結果，Ｅさんや
Ｆさんが進んで自分の考えを表出していた。特に，後半，Fさんが論文の記述内容を図で表しながら何度も自分の意見を伝
える場面があった。Ｂ氏が，聞くことに徹していたことや周りの思考の流れを大事にしていたことが影響していると考えら
れる。個々が参画意識をもち，考えを出し合い，認め合う雰囲気が出来ていた。これが目指すべき姿だと感じた。
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　これらをもとに考察すると，下線部㋔・㋕のように，Ｂ氏が先頭に立って行動するのではなく，チームメンバーで
協働していくことやチームメンバーの強みを生かすように行動することの大切さを学び，率先してチームメンバーに
仕事を任せたり全員が意見を出せるように配慮したりすることで，いつもよりも意欲的な行動をするチームメンバー
の姿が見られたことを記述している。また，下線部㋖でも下線部㋔・㋕と同様に，チームメンバーの意見をメインに
据え，共に話し合うことを大事にすることで，いつもよりも話し合いが活発になることを報告している。石川(前掲，
2013)は，チーム・リーダーは，自らのリーダーシップを発揮するだけでなく，フォロワーのリーダーシップを促進
することを心がける必要があると主張しているからも(29)，Ｂ氏は，チームメンバーの意見を中心に据え，チームで協
働することを大事にすることで参画意識を醸成し意欲的な姿を創り出そうとするなど，フォロワーのリーダーシップ
を促進しようとしたと考えられる。
　次に，Ｂ氏のリーダーシップ行動の具体を確かめるために，チーム会議の発話について分析し考察する。

　発話記録④は，実習校での支援の成果を報告する文書について検討している場面である。Ｂ氏が「どうですか
ね？」(下線部⑦)と周りに考えさせる問いかけをしている。それにより，Ｆ氏が自らの意見を出している。また，Ｂ
氏はＦ氏の意見に対し，「あ～」「そういう意味ね」と共感したり分かろうとしたりしている（下線部⑧～⑯)。これ
らのことから，Ｂ氏は，自ら発言するのではなく，周りに考えさせるように促すとともに，Ｆ氏の意見に共感してい
る姿が窺える。発話記録⑤は，発話記録④と同じ場面である。Ｂ氏がＦ氏に対して意見を促している（下線部①)。

発話記録④　12月12日
Ｂ：どうですかね？⑦
Ｆ：全部に触れなくてもいいんですか？ここの高かったってとこだけ
Ｂ：全消しするとね⑧
Ｃ：そうそうそう
Ｆ：全消しするんじゃなくて
Ｂ：じゃなくて⑨
Ｆ：全消しもしするとしたら，承認・貢献・感謝・存在が見られただけになるってことですか？
Ｂ：そう。で，その他に行くんだよね
Ｃ：そう
Ｂ：は～⑩
Ｃ：「これは」の部分はあってもいいかなと思う
Ｆ：そう，上のところ存在のカテゴリーに比べて多く見られたっていう感じの書き方だと，存在が大き目に感じる？
Ｂ：あ～⑪
Ｆ：なんかサラッと（笑）もしするなら最初の部分だけ載せて，存在に触れてないことに引っかからないのかなって
Ｂ：サラっていうのはここ？ここ？⑫
Ｆ：えっと，それですね。その結果の書き方
Ｂ：書き方ね⑬
Ｆ：存在に比べて多く見られた。
Ｂ：あ～⑭
Ｆ：存在にこのあと触れるんだろうなって
Ｂ：あ～そういう意味ね⑮
Ｆ：だから，この後栃木の部分を消して，上の高かったという事実だけを書くなら，存在を順番に載せてるだけで
Ｂ：あっそか，だからここに栃木のやつもってきてるんだもんね⑯

発話記録⑤　12月12日
Ｂ：どうですか？Ｆさん印象①
Ｆ：貢献のところ？
Ｂ：うん。じゃなくてもいいけど
Ｆ：(熟考)
Ｆ：分かります
Ｃ：はぁ～自信につながります②
Ｆ：これの記述はＣさんが引っ張ってきた
Ｃ：そうそうそう③
Ｂ：どれ？④
Ｆ：あの～例に挙がってるやつは，
Ｂ：あ～はいはいはいはい⑤
Ｆ：勝手に使ってるやつじゃなくて
Ｃ：そう⑥
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それにより，Ｆ氏は自分の考えを出している。また，Ｆ氏の発言に対して，Ｂ氏やＣ氏が共感したり問い返したりし
ている(下線部②～⑥)。これらの行動により，Ｆ氏の発言を促していることが考えられる。
　発話記録④・⑤について考察すると，先述した石川(前掲，2013)の「チーム・リーダーは，自らのリーダーシップ
を発揮するだけでなく，フォロワーのリーダーシップを促進することを心がける」(30)という主張のように，Ｂ氏は話
し合いの活性化のため，チームメンバーに意見を促すなど，フォロワーのリーダーシップを促進しようとしている。
また，Ｆ氏などが発言する時は，Ｂ氏やＣ氏が中心になり，共感したり分かろうとしたりするフォロワーシップを発
揮しようとしている。
　最後に，Ｂ氏のリーダーシップ行動の要因を探るために，Ｂ氏の自由記述について分析し考察する。

　表３から，Ｂ氏は，自らの役割として，８月においては，チームをまとめるという大きな捉えで記述しているが，
12月には，話を聞き安心感をもたせることや議論できるように促す役割など，具体的な役割として捉えている。この
認識の変化と先述したＢ氏の省察とチーム会議とを関連させて考察すると，Ｂ氏は，形式的にチームをまとめるとい
う役割から，チームメンバーの話を聞き，互いに議論できるようにするなど，フォロワーのリーダーシップを促進し
ようとしていることが考えられる。
　以上のことから，【リーダーのマネジメント・参画意識の醸成】ついて考察すると，Ｂ氏の，チームメンバーが活
発に活動したり発言したりできるようにしたいという認識のもと，フォロワーのリーダーシップを促進することを心
掛けたり，他のメンバーがリーダーシップを発揮している時は，フォロワーシップを発揮していたりしていることが
窺われる。つまり，Ｂ氏は，流動的なリーダーとフォロワーの状態を特徴としたシェアド・リーダーシップの状態(31)

を創り出そうとしていることが窺える。

３．１．３　【コミュニケーション・寄り添う】について
　まず，Ｂ氏の省察について分析し考察する。

　これらをもとに考察すると，下線部㋗のように，チームメンバー同士で寄り添う行動が見られた。また，下線部㋘
からも，周りのチームメンバーがF氏に寄り添い，それぞれの方法で貢献しようとしていることが窺える。そして，
下線部㋙のように，これらの寄り添い，貢献する行動に対してＤ氏はチームメンバーがシェアド・リーダーシップを
発揮していることを認識している。石川(前掲，2016)は「だれかがリーダーシップを発揮しているときに他のメン
バーがそれに従っているだけの状態ではなく，他のメンバーも目標にコミットし，その活動に積極的にかかわり，自
ら考え，場合によっては異議を唱えるようなチームの状態」(32)と述べるように，本チームでもチームメンバー全員が
Ｆ氏にかかわりながら寄り添い，自分なりに貢献しようと個々のリーダーシップを発揮していることから，シェア
ド・リーダーシップが発揮されている状態にあると考えられる。
　次に，チームメンバーがどのように貢献しようとしているか具体を確認するために，チーム会議の発話について分
析し考察する。

表３　「チームの中での自分が考える役割」についての自由記述
８月 12月

Ｂ氏 チームをまとめたり，連携校とチームを結ぶ役割だっ
たりする。

話を聞ける人。安心感をもたせられる人。議論するよう
に刺激を与えられる人。

省察記録　９月６日
　Ｆさんが個人研の関係で多くの授業を参観するようになった。これからの方向性などについても話を聞いたり，みんなの
話題になったりしている。体育の観察では，外での児童同士のかかわりが見られないことに気付いたＥさんが「中に行き
な。こっちは大丈夫だから」とＦさんを配慮する言葉があった。個人を思いやる言葉がけが見られ，Ｆさんも「すみませ
ん，ありがとうございます」とうれしそうであった。ここでも㋗ＥさんがＦさんをフォローしている様子がうかがえる。
省察記録　11月17日
　６限のＦさんの個人研のデータ取り終了後，研究の方向性について，㋘Ｃさんが提案したり，Ｅさんが「でも，結局自分
が見たいものが大事だからね」と親身になって説得したり，Ｂ氏はざっくばらんに悩みや考えていることを聞いたり，Ｄさ
んは，自分の経験を交え，Ｆさんの考えを聞きながら板書して一緒に悩みを共有していた。一人のために一人一人のできる
ことをしようとしている姿がステキだった。㋙Ｄさんが「これシェアド・リーダーシップじゃん」と言うほどであった。
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　発話記録⑥は，授業内容について話し合っている場面である。Ｅ氏やＤ氏が中心となり，Ｃ氏の説明に対して相づ
ちを打っている（下線部①～⑤)。発話記録⑦は，実習校での支援の成果を報告する文書について検討している場面
である。Ｄ氏の指摘に対してＣ氏が分かろうとしている（下線部⑥⑦)。また，Ｄ氏の控えめな発言に対してＢ氏が
価値づけている（下線部⑧⑨)。さらに，Ｆ氏がＤ氏の指摘を自分なりの言葉で解釈して代弁し，それに対してＤ氏
は相づちを打っている（下線部⑩～⑫)。これらのことから，チームメンバーは，互いに相手の発言に対して共感的
に受け入れることや相手の意見に関心をもち，分かろうとするなど，フォロワーシップ・リーダーシップ行動によっ
て貢献していることが窺える。
　最後に，これらのチームメンバーのリーダーシップ・フォロワーシップの行動の要因を探るために，自由記述につ
いて分析し考察する。

発話記録⑥　９月30日
Ｄ：うん。だから，その聖徳太子ゲームとか口パクゲームとかスキル的な部分きっと強いと思うんだよね
Ｅ：うんうん①
Ｄ：だから，人に興味をもってということを狙うんだったら，外国語活動みたいな
Ｃ：分かった。サインゲームは？なんか，じゃんけんして勝った人は
Ｄ：そうそうそう②
Ｃ：好きな○○を言う。負けた人は好きな動物を言う。お互いにサインを書き合う
Ｆ・Ｎ：あ～③
Ｃ：ばーんって紙挟んで，サインいっぱい集めてねって
Ｅ：うん④
Ｂ：サイン好きだよね
Ｄ：サイン好き⑤

発話記録⑦　12月12日
Ｄ：ここで切れるんですよね。他者に貢献することで，仲間から感謝されたり承認されたりする。その過程を通して，児童
の協力的かつ認め合える有用性が高まっていったと推察される⑥

Ｆ：それは分かります。⑦
Ｄ：一文が長くなると
Ｂ：わけわからなくなるね
Ｄ：分からなくなるから，わたしはそういうところしか⑧
Ｂ：いや，大事大事⑨
Ｅ：ぼく，Fさんの図式化がよく分からない
Ｆ：（笑）いや，勝手に自分の中で。これまで貢献が
　　(中略)
Ｆ：あと，Ｄさんのやつは，っていうのはさっきの⑩
Ｃ：うん
Ｆ：他者に貢献することでっていうのと，次の過程を通してっていうのがっていうところを分けるってことですよね？⑪
Ｄ：そうです，そうです⑫

表４　「チームの中での自分が考える役割」についての記述
８月 12月

Ｂ氏 チームをまとめたり，連携校とチームを
結ぶ役割だったりする。

話を聞ける人。安心感をもたせられる人。議論するように刺激を与え
られる人。

Ｃ氏 立ち位置を意識しています。盛り上がる
ところ，引っ張るところ，受容するとこ
ろ，立ち位置を意識しているつもりです。

アイディアを出す役，最近はまとめる役も大切だと思います。

Ｄ氏 互いの持ち味をひきだす，気がついたこ
とを伝える，あたたかい雰囲気をつくる。

必要な時に必要なことに対応できればいいと思います。

Ｅ氏 チームの雰囲気を明るくするムードメー
カーでいたいと考えています。

昨年の経験をいかし提案をしたり，悩みの相談にのったり，誰かの役
に立てる役割でありたいと考えています。

Ｆ氏 記録を残すなどの自分にできることに取
り組む。共感したり，反応したりするな
ど，話し合いに参加する。

思考が遅かったり伝え方に悩むためにすぐに意見が言えないことが多
いが，そんな私の意見を待っていてくれたり，聞こうとしてくれたり
する場面が多いため，特別な役割ではないが，皆と同じように，自分
なりの意見や考えを伝える役割が期待されているのではないかと感じ
る。また，私も皆と同じように意見や考えが言いたいので。

Ｇ氏 現場経験のない立場からの意見や思考を
通して，少しでも役割を果たしていきた
い。

現場経験のない立場としての考えや疑問，意見を発し共有することで
チームや個人の考えが深まったり，様々な物事を色々な視点から考え
るきっかけとなったりする。
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　表４から，下線部のように，互いの意見を受け入れることや反応したり提案・意見を出したりすることで温かく安
心感のある雰囲気をチームメンバーそれぞれが創り出そうとしていることが窺われる。
　以上のことから，【コミュニケーション・寄り添う】について考察すると，相手の考えに共感し分かろうと話を聞
いたりするフォロワーシップを発揮したり，チームメンバー同士が互いに寄り添い，相手に貢献しようと個々がリー
ダーシップを発揮し課題解決図ろうとしたりする姿が見られた。これらの行動の要因として，互いの意見を受け入れ
たり，提案・意見を出したり，悩みを相談したりして，温かく安心感のある雰囲気をチームメンバーそれぞれが創ろ
うとしていたことが考えられる。これらのチームメンバーの互いを支え合おうとする認識により，石川(前掲，2016)
が主張する「全員によるリーダーシップ，全員によるフォロワーシップ，流動的なリーダーとフォロワー」を特徴と
するシェアド・リーダーシップの状態(33)に迫ることができたと推察される。

３．１．４　【自己開示】について
　まず，Ｂ氏の省察について分析し考察する。

　Ｂ氏の省察記録から，Ｃ氏とＤ氏が中心となって学卒院生に対して進んでかかわり，自己開示をしている行動が窺
われるため，Ｃ氏とＤ氏を中心に考察していく。下線部㋚・㋛から，Ｄ氏やＣ氏を中心に明るく自分をさらけ出し，
場を和ませようとしたりする行動によりＦ氏やＧ氏が他のチームメンバーとかかわったり，自分の意見を進んで話し
たりする能動的な行動が増えていったことが窺える。館野(2018)は，リーダーシップを発揮する必要条件として，
「環境整備・仲間支援」を挙げており，個人やチーム全体が動きやすくなるよう環境を整えることや，メンバーが意
見を言いやすい雰囲気をつくることが重要であると述べている(34)。このことから，Ｄ氏やＣ氏の率先したかかわりや
自己開示の行動がチームメンバーのリーダーシップを発揮しやすくするような環境づくりとなっていったことが考え
られる。
　次に，Ｃ氏とＤ氏の具体的な自己開示の場面を確認するために，チーム会議の発話について分析し考察する。

省察記録　９月７日
　Ｄさんの明るさや自己開示が発揮された。チーム会議でユニークなことを言ってチームの雰囲気を明るいものにしてくれ
る。Ｄさんが自らをさらけ出すことで，周りも話さざるを得ない状態になっている様子だった。ゼミ後の模擬授業では，Ｆ
さんが，「すごい！いいですね」と称賛したり，「より良い言葉ではなく，温かい言葉はどうですか？」，「～したらどうです
か？」「ありがとう／いいね（などのリアクションのアイディア）は？」など㋚授業をより良くしようとアイディアを進ん
で伝えたりしていた。とても能動的な姿が見られた。この行動は，おそらくＤさんの積極的にかかわる姿や自己開示が影響
している可能性が考えられる。
省察記録　９月８日
　㋛Ｃさんが頻繁に話しかけたり全体の場で笑いに変えたりすることでＧさんは少しずつ自分を出していったように感じ
る。Ｂ氏も個人的に多く話しかけていき，人となりを知ろうとしていった。Ｅさんとのユニークなかかわりも増えていっ
た。そうすることで，そこでのかかわりが全体でも共有され温かな一体感へと変わっていくと感じる。

発話記録⑧　９月30日
Ｆ：口パクゲームってどんな感じのもの？形でやるんですか？
Ｂ：ちょっとやってみて
Ｃ：口パクってあれか，マスクつけてるから駄目だよね
Ｄ：うん，だから，マスク外して，声出さないで①
Ｆ：ジェスチャ―，あ～
Ｄ：こう，(あいうえおと実際にジェスチャ―をする)②
Ｔ：（笑）
Ｂ：唐突だな～（笑）

発話記録⑨　９月30日
Ｃ：広告タワー選手権
Ｅ：いいですね。
Ｃ：これは盛り上がるよ③
Ｇ：何ですか？広告タワー選手権って
Ｃ：広告とか新聞をぼこーんって前に置いてて使っていいのはセロテープだけ。時間を区切っていかに高くできるか
　　(中略)
Ｇ：あ～そういうことか
Ｃ：細くやる人もいれば，めっちゃふっといやつをぼーんってやって集計するときにぽきっと折れる④
Ｂ：（笑）
Ｆ：あ～
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　発話記録⑧は，授業内容について話し合っている場面である。Ｄ氏が提案している口パクゲームについて恥ずかし
がらずにジェスチャーで紹介している（下線部①②)。その自分をさらけ出す行動により場が和んでいることが窺え
る。発話記録⑨も授業の活動についての話し合い場面である。Ｃ氏が知っている限りの活動を余すことなく進んで
チームメンバーに紹介している。内容だけでなく，予想されることも伝え，活動の魅力を紹介している（下線部③～
⑦)。
　これらのことから，Ｄ氏やＣ氏を中心に自分をさらけ出したり進んで情報を開示したりすることで，チームの雰囲
気を和やかなものになるなど，自らをさらけ出したり情報を開示したりしてチームに貢献しようとしていることが窺
える。石川(前掲，2016)が主張するように，シェアド・リーダーシップを発揮しやすくなるために必要なパーソナリ
ティベース・リーダーシップ（自分の性格や能力上の強みを活かしたリーダーシップ）(35)を発揮し，チームをより良
い雰囲気にしようとしていると推察される。
　最後に，Ｃ氏とＤ氏のリーダーシップ行動の要因を探るために，自由記述について分析し考察する。

　表５から，Ｃ氏は盛り上げる役やアイディアを出す役などで貢献しようとし，D氏は互いの持ち味を引き出したり
温かい雰囲気をつくったりすることで貢献しようとしている。それぞれの認識は，Ｂ氏の省察やチーム会議における
Ｃ氏とＤ氏の行動と一致しており，Ｃ氏とＤ氏は意図的にパーソナリティベース・リーダーシップを発揮し，チーム
をより良い雰囲気にしようとしていたと推察される。
　以上のことから，【自己開示】ついて考察すると，Ｃ氏やＤ氏の自己開示により，チームの雰囲気を和やかにし，
意見を出しやすい雰囲気にするなど，【環境整備・仲間支援】のリーダーシップを発揮したことが窺える。この行動
の背景には，Ｃ氏とＤ氏のチームをより良い雰囲気にしようという意識が影響していたと考えられる。このＣ氏とD
氏のパーソナリティベース・リーダーシップにより，チーム内でシェアド・リーダーシップが発揮しやすくなる環境
に近づいていったことが推察される。

３．１．５　【肯定的フィードバック】について
　まず，Ｂ氏の省察について分析し考察する。

　これらをもとに考察すると，下線部㋜～㋟のように，Ｂ氏が率先して賞賛することにより，他のチームメンバーも
互いに賞賛し合う行動が見られた。Ｂ氏によるチームメンバーの賞賛という意味での「率先垂範」により，他のチー
ムメンバーがそれをフォロワーシップにより受け入れ，その後チームメンバー内でも互いに賞賛し合うというチーム
メンバーのリーダーシップ発揮に至ったと推察される。

Ｃ：で，爆笑みたいな⑤
Ｇ：協力系
Ｃ：あとはね，数字を見つけるやつとか。なんか，ひな形は家に⑥
Ｃ：１～50までの数字が並んでて
Ｇ：あ～
Ｃ：新聞紙でもできるし，新聞から「と」を探せとか⑦

表５　「チームの中での自分が考える役割」についての自由記述
８月 12月

Ｃ氏 立ち位置を意識しています。盛り上がる
ところ，引っ張るところ，受容するとこ
ろ，立ち位置を意識しているつもりです。

アイディアを出す役，最近はまとめる役も大切だと思います

D氏 互いの持ち味をひきだす，気がついたこ
とを伝える，あたたかい雰囲気をつくる。

必要な時に必要なことに対応できればいいと思います。

省察記録　８月22日
　プレゼンでは，一人一人が担当のところに責任をもって発表していた。Gさんも堂々としている様子だったので，終わっ
た直後に㋜Ｂ氏はそのことを賞賛した。また全体メールで今日の研修について「Fさんを始め，これまでみんなで検討し
合ったプレゼンだけあってばっちりでした。自信をもっていきましょう」と伝えた。㋝Ｃさんが「さすが，エンパワーメン
トＢさん」と返信してくれた。
省察記録　８月23日
　オンラインによる大学校内での構想発表で，チームメンバーが率先して応答する姿を見た㋞Ｆさんは『皆さんの質疑応答
する姿に感激しました』と賞賛していた。また，Ｇさんも『どこのグループよりも素晴らしいポスターと発表』と称賛して
いた。その後も同様に，㋟チームメンバー同士で互いにたたえ合うやりとりが見られた。
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　次に，【肯定的フィードバック】の具体的な行動を確かめるために，チーム会議の発話について分析し考察する。

　発話記録⑩は，授業（Ｆ氏が授業者）での児童の変化について話し合っている場面である。Ｅ氏を中心に児童の変
化を肯定的に捉え，プラスの発言をしている（下線部①～③)。また，Ｂ氏が児童の記述の変化について肯定的な発
言をしている（下線部④⑥)。それに対して，Ｄ氏やＥ氏が共感的・肯定的な反応を示している（下線部⑤⑦⑧)。発
話記録⑪は，Ｇ氏の発表資料についての検討場面である。Ｂ氏やＣ氏を中心にＧ氏の発表資料に対して賞賛している
（下線部⑨～⑬)。これらのことから，チーム内でのＥ氏のプラスの捉えが「率先垂範」のリーダーシップとして発
揮され，他のチームメンバーの肯定的な発言につながっていった可能性が考えられる。また，Ｂ氏の賞賛が「率先垂
範」として発揮され，Ｃ氏やＥ氏の賞賛につながったと考えられる。
　最後に，これらのリーダーシップ行動の要因を探るために，自由記述について分析し考察する。

発話記録⑩　９月22日
E：話す内容もどんどんあいづちが増えたりとか，今日話しを聞いてたら，何で？とかモデリングにあったような言葉を

使ってたりして，前よりも活発になったというか①
　　(中略)
Ｅ：話し合いが濃くなってきたというのを感じました②
Ｂ：うーん
Ｂ：なんか，その話を聞く姿勢だったりとか，どうどう？やってみて
Ｆ：あ～聞く姿勢的には，すごい良かったかなって思いますけど③
Ｅ：すごい楽しそうにお話できてた
Ｂ：なんか，記述がすごい変わって，その話したら友だちになれた④
Ｄ：ふーん，すごーい⑤
Ｂ：話すことで，色々な情報を得られたとか⑥
Ｄ：すごいですね⑦
Ｅ：知ることができてうれしかったも，どんどん増えてきてましたもんね⑧

発話記録⑪　12月21日
Ｂ：Ｇさん，すごいな，結果と考察まで手出してるやん⑨
Ｃ：あ～，すげ～⑩
Ｅ：すごい⑪
Ｃ：これどんぐらいかかった？
Ｇ：Ｂさんと打ち合わせして，その日のうちに結構やりました
Ｃ：え～すごい！それでここまでできんよ～⑫
Ｅ：すごい⑬
Ｇ：結果と考察のところから，皆さんで考えたいなと
Ｂ：あ～，そうだね

表６　「チームの中での自分が考える役割」についての記述
８月 12月

Ｂ氏 チームをまとめたり，連携校とチームを
結ぶ役割だったりする。

話を聞ける人。安心感をもたせられる人。議論するように刺激を与え
られる人。

Ｃ氏 立ち位置を意識しています。盛り上がる
ところ，引っ張るところ，受容するとこ
ろ，立ち位置を意識しているつもりです。

アイディアを出す役，最近はまとめる役も大切だと思います。

Ｄ氏 互いの持ち味をひきだす，気がついたこ
とを伝える，あたたかい雰囲気をつくる。

必要な時に必要なことに対応できればいいと思います。

Ｅ氏 チームの雰囲気を明るくするムードメー
カーでいたいと考えています。

昨年の経験をいかし，提案をしたり悩みの相談にのったり，誰かの役
に立てる役割でありたいと考えています。

Ｆ氏 記録を残すなどの自分にできることに取
り組む。共感したり，反応したりするな
ど，話し合いに参加する。

思考が遅かったり伝え方に悩むためにすぐに意見が言えないことが多
いが，そんな私の意見を待っていてくれたり，聞こうとしてくれたり
する場面が多いため，特別な役割ではないが，皆と同じように，自分
なりの意見や考えを伝える役割が期待されているのではないかと感じ
る。また，私も皆と同じように意見や考えが言いたいので。

Ｇ氏 現場経験のない立場からの意見や思考を
通して，少しでも役割を果たしていきた
い。

現場経験のない立場としての考えや疑問，意見を発し共有することで
チームや個人の考えが深まったり，様々な物事を色々な視点から考え
るきっかけとなったりする。
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　表６から，下線部のように，チームの雰囲気を明るくすることや，安心感の醸成，盛り上げることや受容するこ
と，温かい雰囲気をつくること，共感すること，意見の発信など，チームメンバーの肯定的な行動によってチームに
貢献しようとする記述が見られた。これらのチームメンバーの意識により，プラスの言葉がけや賞賛などの行動が生
起したのではないかと考えられる。
　以上のことから，【肯定的フィードバック】について考察すると，肯定的な行動で貢献しようとするチームメン
バーの意識のもと，プラスの言葉がけやチームメンバーを賞賛するなど「率先垂範」のリーダーシップ行動をし，そ
れを他のチームメンバーがフォロワーシップで受け入れることで，チームメンバーが互いに賞賛し合う行動につな
がっていったと推察される。この関係も，石川(前掲，2016)が主張する「全員によるリーダーシップ，全員による
フォロワーシップ，流動的なリーダーとフォロワー」を特徴とするシェアド・リーダーシップの状態(36)に近いと推察
される。

４　全体考察

　本研究では，教職大学院での学校実習における，大学院生による支援チームにおいて，どのようなリーダーシップ
やフォロワーシップが発揮され，それがシェアド・リーダーシップとどのような関連があるか，具体的な姿をもとに
検証することを目的とした。以下，明らかになったことについて述べていく。

４．１　Ｂ氏のチームの活動に関する省察とチームメンバーのリーダーシップ・フォロワーシップ行動について
　Ｂ氏のチームの活動に関する省察では，【自分ができることをしようとする】(34件)，【リーダーのマネジメント・
参画意識の醸成】(23件)，【コミュニケーション・寄り添う】(22件)，【自己開示】(６件)，【肯定的フィードバック】
(２件）の５つのカテゴリーが生成された。【自分ができることをしようとする】のカテゴリーでは，学卒院生である
Ｅ氏やＦ氏，Ｇ氏を中心に，「率先垂範」のリーダーシップ行動が確認された。その要因として，現職院生による判
断を任せて見守ったり，役割分担をしたりするなどの「環境整備・仲間支援」のリーダーシップ行動が学卒院生の役
割の自覚につながったことが考えられる。【リーダーのマネジメント・参画意識の醸成】のカテゴリーでは，チーム
メンバーが活発に活動したり発言したりできるようにしたいというＢ氏の意識のもと，Ｂ氏が率先してチームメン
バーに仕事を任せたり全員が意見を出せるように配慮したりするなど他のチームメンバーのリーダーシップを促進す
ることを心掛けたり，他のチームメンバーが率先して発言したり行動したりするなどのリーダーシップを発揮してい
る時は，Ｂ氏は相手の考えを理解しようと問い返したり共感的に聞いたりするなどのフォロワーシップを発揮したり
することが確認された。【コミュニケーション・寄り添う】のカテゴリーでは，チームメンバーが相互に相手の考え
に共感し分かろうと話を聞いたりするフォロワーシップを発揮したり，学卒院生の困り感にチームメンバー全員が寄
り添い貢献しようと，チームメンバーそれぞれがリーダーシップを発揮し課題解決を図ろうとしたりする，全員の
リーダーシップ・フォロワーシップを特徴とするシェアド・リーダーシップのような状態が見られた。この要因とし
て，チームメンバーが互いに意見を受け入れることや反応したり提案・意見を出したりすることで温かく安心感のあ
る雰囲気をチームメンバーそれぞれが創り出そうとする意識が考えられる。このような温かく安心感のある信頼関係
がシェアド・リーダーシップの状態を促進すると石川(前掲，2016)が述べている(37)ことからもそのことがいえる。
【自己開示】のカテゴリーでは，Ｃ氏とＤ氏のパーソナリティベース・リーダーシップである自己開示により，チー
ムの雰囲気を和やかにし，意見を出しやすい雰囲気にするなど，「環境整備・仲間支援」のリーダーシップを発揮し
たことが示唆された。この行動の要因として，Ｃ氏とＤ氏のチームをより良い雰囲気にしようという意識が考えられ
る。【肯定的フィードバック】のカテゴリーでは，E氏を中心としたプラスの言葉がけやＢ氏やＣ氏を中心としたチー
ムメンバーへの賞賛などの「率先垂範」のリーダーシップ行動が確認された。これらの行動の要因として，チームメ
ンバーそれぞれの肯定的な行動によってチームに貢献しようとする意識が考えられる。

４．２　チームメンバーのリーダーシップ・フォロワーシップ行動とシェアド・リーダーシップとの関連について
　次に，これらのリーダーシップ・フォロワーシップ行動と，シェアド・リーダーシップとの関連について考察す
る。石川(前掲，2016)は，「コミュニケーションが活発になれば，相互の信頼関係が強まり，結果的にシェアド・
リーダーシップの状態が促進される」と述べている(38)。本チームもこの主張に近い関係性が構築されていったのでは
ないかと推察される。すなわち，現職院生を中心とした【自己開示】や【肯定的フィードバック】により，和やかで
話しやすい雰囲気と肯定的なかかわり合いがチームの中に生まれることで，チーム内に安心感が醸成され，特に学卒
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院生がコミュニケーションをとりやすい状態になっていったと推察される。また，Ｂ氏の【リーダーのマネジメン
ト・参画意識の醸成】において，学卒院生が活発に活動したり発言したりできるように支援したいというB氏の意識
のもと，率先して学卒院生に意見を求めたり，問い返したり共感的に話を聞いたりするＢ氏のリーダーシップ・フォ
ロワーシップ行動や，現職院生による任せたり見守ったり役割分担したりする【環境整備・仲間支援】のリーダー
シップ行動により，学卒院生が【自分ができることをしようとする】「率先垂範」のリーダーシップを発揮するよう
になったと推察される。このようにチーム内で学卒院生と現職院生のコミュニケーションが活発になるとともに，信
頼関係が強まったことで学卒院生の率先垂範の姿が見られるようになったと考えられる。石川(前掲，2016)が「信頼
関係が構築されると，職場のメンバーは，安心してリスクを負おうとする」と述べている(39)ことからもそのことがい
える。そして，その結果，チームメンバーが相互に相手の考えに共感し分かろうと話を聞いたりするフォロワーシッ
プを発揮したり，学卒院生の困り感にチーム全員で寄り添い貢献しようと，チームメンバーそれぞれがリーダーシッ
プを発揮し課題解決を図ろうとしたりする，全員のリーダーシップ・フォロワーシップを特徴とするシェアド・リー
ダーシップのような状態(40)が見られるようになったと考えられる。

４．３　チーム・リーダーであるＢ氏の意識と他のチームメンバーの行動との関連について
　ここまで，チーム内でのリーダーシップ・フォロワーシップ行動とシェアド・リーダーシップとの関連について考
察してきたが，このようなチームの状態が構築された要因として，学卒院生の活躍の場の構築や，現職院生と学卒院
生による協働をチーム・リーダーであるＢ氏が志向したことが影響している可能性が指摘できる。すなわち，Ｂ氏
は，学卒院生が意欲的に活動し，活躍する場を構築したいという意識のもと，役割分担や任せて見守る，学卒院生に
意見を求めるなど，「環境整備・仲間支援」のリーダーシップ行動をとり，学卒院生のリーダーシップを促進するこ
とを心掛けたり，学卒院生がリーダーシップを発揮している時は，フォロワーシップに徹したりするなど，チーム・
リーダー自身が流動的なリーダーシップ・フォロワーシップの行動をとり，学卒院生の意欲的な行動を促そうとして
いた。その結果，学卒院生の【自分ができることをしようとする】という「率先垂範」のリーダーシップ行動を生み
出したと考えられる。また，Ｂ氏は，現職院生と学卒院生による協働を志向しており，その意識のもと，学卒院生と
現職院生がペアを組み，互いに協力しながら仕事ができるように役割分担をしたり，チーム会議で全員が意見を出せ
るように輪番で意見を求めたり，学卒院生・現職院生関係なく議論できるようにＢ氏がチームメンバー全員を巻き込
むように話し合いを進めたりするなど，共に活動したり話し合ったりできるようにＢ氏がこれらのリーダーシップ・
フォロワーシップの行動をとった。その結果，学卒院生・学卒院生関係なくに率先して意見を出し合う活発な話し合
いが見られるようになったり，チームメンバーが相互に相手の考えに共感し分かろうと話を聞いたりするフォロワー
シップを発揮したり，学卒院生の困り感にチーム全員で寄り添い貢献しようと，チームメンバーそれぞれがリーダー
シップを発揮し課題解決を図ろうとしたりするなど，チームのために全員がリーダーシップ・フォロワーシップを発
揮し協働する姿が見られるようになった。つまり，Ｂ氏が，自らリーダーシップ・フォロワーシップの行動をとり，
チームメンバーが協働的に活動し話し合えるように促した結果，チームメンバー全員がリーダーシップ・フォロワー
シップを発揮し協働する，シェアド・リーダーシップの状態に近い姿につながったと考えられる。これらのことか
ら，学卒院生の活躍の場の構築や，現職院生と学卒院生による協働を志向したB氏の意識や，その意識に沿ったＢ氏
のリーダーシップ・フォロワーシップの行動が，流動的なリーダーシップ・フォロワーシップを特徴とするチームの
シェアド・リーダーシップの状態を創り出したのではないかと推察される。石川(前掲，2016)は，職場の公式のリー
ダーが職場の風土の形成に果たす役割は大きいと主張しているが(41)，本研究から，シェアド・リーダーシップの主な
要因として，チーム・リーダーの意識とそれに基づく継続的な行動が挙げられるだろう。

５　結論と課題
　
　以上のことをまとめると，現職院生を中心とした安心感のある話しやすい環境をつくり出す自己開示や肯定的
フィードバックのリーダーシップを土台として，現職院生を中心とした役割分担や任せて見守る行動，意見を求め共
感的に話を聞くなどの「環境整備・仲間支援」のリーダーシップ・フォロワーシップの発揮によって，学卒院生の
リーダーシップ発揮やそれに伴うチームメンバー全体のコミュニケーションの活性化，チームメンバー間の信頼関係
が構築されていく。その結果，チームメンバーが相互に相手の考えに共感し分かろうと話を聞いたりするフォロワー
シップを発揮したり，互いの困り感に寄り添い貢献しようとチームメンバーそれぞれがリーダーシップを発揮し課題
解決を図ろうとしたりするなど，全員のリーダーシップ・フォロワーシップを特徴とするシェアド・リーダーシップ
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のような状態が見られるようになったことが本研究で明らかとなった。また，このようなチーム内のシェアド・リー
ダーシップの発揮には，学卒院生の活躍の場の構築や，現職院生と学卒院生による協働を志向したチーム・リーダー
の意識やその意識に沿ったチーム・リーダーの流動的なリーダーシップ・フォロワーシップの行動が重要であると考
えられる。そして，学卒院生と現職院生が協働していくには，現職院生による学卒院生の話しやすい雰囲気を醸成
し，学卒院生のリーダーシップ発揮の場を設定し承認し励ますとともに，学卒院生との協働の必要性を現職院生が自
覚し，ともに活動していこうとする姿勢が重要になると考えられる。
　本研究では，Ｂ氏の経験を記述した省察だけでなく，発話や自由記述を分析することで，多面的に分析し，自己エ
スノグラフィーに客観性をもたせることに努めたが，それには限界がある。尺度やアンケートでの量的データやチー
ムメンバーへのインタビューなど，より多角的・多面的な分析を積み重ねることが必要である。また，本研究は６名
という少数人での研究にとどまっている。「チームとしての学校」の実現に近づくための研究をするには，より大人
数の組織の研究が必要になってくるとともに，実際の教育現場での詳細な研究が求められる。さらに，本研究では，
シェアド・リーダーシップの考え方をもとにした研究を行ったが，他にも様々なリーダーシップの考え方が存在す
る。それらをもとにした検証をすることで，より広い視野に立ったチームや組織の研究が可能になると考えられる。
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Case study of a team in which each individual demonstrates 
leadership and followership

－: Based on the concept of shared leadership

Kosaku TERAOKA＊・Shinji AKASAKA＊＊

ABSTRACT

This study observed leadership and followership behaviors in a support team of graduate students in a school practice 
at a teaching school, and how they related to shared leadership.  The team activities of the teams in the school practice 
were recorded by the author, including their reflections, utterances, and free descriptions, and these were analyzed using 
autoethnographic methods.  Five leadership and followership behaviors were observed in the activities of the teams in this 
study, and these behaviors influenced each other to create a “－pattern of leadership by all, and followership by all.  This 
may have led to a state of shared leadership characterized by fluid leaders and followers.
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